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番組審議機関関連について（報告） 

 

 

 下記の○印の事項について、放送法施行令第７条第３号イの規定により、別紙の書類を添え

て提出します。   

 

 

                                      記                                    

 

 

 1 番組審議機関の名称変更 

・変更内容の新旧対比表 

 

 2 審議機関の組織及び運営に関する規程の変更 

・変更内容の新旧対比表 

・変更後の現状 

 

 3 審議機関の委員の変更 

    様式６－１のとおり。 

 

  ④ 審議機関の会議の議事録 

    様式６－２のとおり。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 42 回 Suzuka Voice FM 番組審議会 議事録 

審議会開催日時  平成 29 年 3 月 10 日（金）  16 時 00 分～17 時 00 分 

開催場所  Suzuka Voice FM 会議室 

 

事務局：益川英明  （Suzuka Voice FM） 

出席者：（敬称略）  山崎昭 長橋裕子 亀井秀樹 玉川登美男 

欠席者：（敬称略）  西山哲也 長谷川啓志 市野聖治   

放送事業者側出席者：益川英明 

委員長：山崎昭 

委員総数 7名 

出席委員数：4名 

 

■番組名 「めっちゃすずか！」火曜日 （パーソナリティ／田上 のりこ） 

 

鈴鹿の情報や曜日ごとに変わるパーソナリティ独自のコーナーなど、内容盛りだくさんの情報

バラエティ番組です。その他にも、鈴鹿市からのお知らせや公民館イベント、給食コーナーに

グルメ情報など、鈴鹿の情報満載でお送りしています。 

 

～番組内容を音源で検聴～ 

 

委員長： それでは、ご意見を伺います。 

 

委 員： 番組表を見ると、どのラジオ局もそうだが、交通情報など、朝昼夕の番組構成が 

同じなので、生放送 3番組の差別化ができたら良いと思う。 

コメント投稿する人も、毎回同じ人ばかりなので、数人しか聞いていないのかなと

思ってしまう。毎日パーソナリティは代わるが、内容が同じと言うか、パーソナリ

ティごとの個性・特色をもっと出せれば、日によってメリハリがつくのでは？ 

       

委 員： 自治会情報とお悔やみ情報は、具体的な情報はないのですか？ 

今回は無かったですが。 

 

事務局： 毎日はないですね。自治会情報も情報が無い時は、スポンサー企業のご紹介を入れ

ます。 

 

委 員： 自治会情報は、ラジオ局側が探しに行く訳にはいかないですよね？ 

どこから情報をもらうのですか？ 

 

事務局： コーナーを始めるに当たり、各自治会の会長さんに話をしてあります。 

専用フォーマットがあるので、「この地区ではこんなイベントがあります」や「行事

は天候により中止になった」など、送ってくれることになっています。 

 

委 員： 今の時期は、様々な地区で行事をやっているが、ラジオで流すということにつなが



りにくい思う。もっと上手く吸い上げるシステムがあればと思う。 

 

委員長： 自治会情報、お悔やみ情報は告知なしで、急にコーナーが終わった感じがしたが、

内容は入れないのか？「今回、お知らせはありません」など一言入れてはどうか？ 

 

事務局： 一言加える、ということですね。 

 

委員長： お悔やみは、どのように情報を得ているのですか？ 

 

事務局： 提供先の斎奉閣グループが、葬儀の準備する時に、「ラジオで流すことが出来るがど

うか？」と、案内してもらっています。  

 

委員長： 実際、どれくらいの回数があるのですか？ 

 

事務局： ざっくりですが、月に 2回程ですね。2回の月もあれば、1度もない月もあります。 

 

委 員： 全体的に、バラエティに富んで聴きやすい。3時間の生放送は大変かと思うが、情報

を入れつつ上手く放送していると思う。曲はリクエスト曲を流すのですか？ 

 

事務局： そうですね、リクエストにお応えするときもあります。 

 

委 員： 番組で流す曲が、年齢層高めの曲を選んでいると感じたので、若い人の関心が気に

なる。お店で流したり、自宅で聞いたりする人が多いのであれば、年代をそこに絞

ってターゲットにしていく方向で考えても良いと思う。 

     曲を聴いた感じだと、20 代から 30 代ではなく、もう少し上の年齢層をターゲットに

しているのかと感じた。 

 

事務局：元々は主婦層、あとはセカンドキャリアの人をターゲットとして意識しています。 

後は、パーソナリティも主婦の方が多く、選曲もパーソナリティがやっているので、

そこから発信する曲もその年代のものになるかなと思います。 

 

事務局： 3 時間の枠の中で、地元の劇団の人や、高校生などをゲストに呼んで…ということを 

4 月からやっていきたいと思っています。地域性を出すというのは課題ですね。 

 

委 員： オール生放送ではなく、自治会情報は取材に行ってなどは難しいですか？ 

自治会情報は最近少ないですか？ 

 

事務局：最近は、少し止まりつつあります。当初は、バザー情報などを頂いていました。 

    会長が変わる時期だからなのかもしれませんが。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 

                                      以上 


